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第345回 9月定例会
主な内容

・一般質問（３～６ページ）

井上日吉・松本英昭・藤本修造・加島　淳

竹内　修・井上　煕・鈴垣　元

・議案質疑（７ページ）

　　川名善三・春名良兼

・各常任委員会の審査（８ページ）

・常任委員会行政視察報告（９～１１ページ）

・主な可決議案（１２ページ）

　第345回９月市議会定例会は、９月８日から９月28日まで、

21日間にわたり開催しました。

　市から提出された議案は、一般・特別・企業会計補正予

算、市長の専決処分条例の改正、国民健康保険条例の改正、

福祉医療費助成条例の改正、北条鉄道経営対策事業基金廃

止条例の制定など14議案を原案どおり可決しました。

第124号　平成１８年１１月１日　
編集発行／小野市議会　小野市王子町806-1　TEL.0794-63-1006  FAX.0794-63-4108　http://www.city.ono.hyogo.jp

　
小
野
市
で
開
催
の
、
国
体
成
年
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
は
、

市
民
の
み
な
さ
ま
の
協
働
と
参
画
で
、
笑
顔
と
ま
ご
こ
ろ
い
っ
ぱ

い
の
お
も
て
な
し
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
応
援
、
花
と
緑
い
っ
ぱ

い
の
美
し
い
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
シ
テ
ィ
お
の
を
、
全
国
へ
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

「
美
し
い
ま
ち
へ
│
小
野
市
」
・
「
活
性
化
に
取
り
組
む
議
会
」

を
市
民
の
み
な
さ
ま
と
協
働
で
つ
く
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

「美しいまちへ」市内各所にポケット公園がつくられ
季節の花と緑が市民の目を楽しませてくれます。

（写真は王子町のポケット公園）

美
し
い
ま
ち
へ
│
小
野
市

Ono city assembly
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②

井
上
日
吉
議
員

・
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て

・
市
長
選
に
む
け
て

松
本
英
昭
議
員

・
通
学
路
の
新
設
・
そ
の
後
の
現
状
に
つ

い
て

・
信
号
機
の
新
設
に
つ
い
て

・
ト
ラ
イ
や
る
ウ
ィ
ー
ク
に
つ
い
て

藤
本
修
造
議
員

・
「
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
」（
仮
称
）に

つ
い
て

・
自
立
を
目
指
し
た
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

・
粟
生
駅
・
樫
山
駅
の
駅
舎
運
営
等
に
つ
い
て

加
島
　
淳
議
員

・
ま
ち
づ
く
り
と
景
観
に
つ
い
て

・
小
学
生
と
高
齢
者
の
交
流
に
つ
い
て

竹
内
　
修
議
員

・
幼
保
一
元
化
法
（
就
学
前
の
子
ど
も
に

関
す
る
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の

推
進
に
関
す
る
法
律
）
に
つ
い
て

・
内
部
障
害
、
内
臓
疾
患
患
者
の
安
全
・

安
心
の
確
保
に
つ
い
て

・
特
定
外
来
生
物
対
策
の
現
状
に
つ
い
て

井
上
　
熙
議
員

・
小
野
中
学
校
建
築
に
つ
い
て

・
公
共
施
設
及
び
公
園
整
備
に
つ
い
て

鈴
垣
　
元
議
員

・
船
木
浄
水
場
改
修
計
画
と
今
後
の
事
業

経
営
に
つ
い
て

・
障
害
者
自
立
支
援
法
の
本
格
実
施
に
つ
い
て

・
農
業
施
策
に
つ
い
て

川
名
善
三
議
員

・
議
案
第
91
号
小
野
市
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）に
つ
い
て

・
議
案
第
97
号
市
長
の
専
決
処
分
事
項

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定

に
つ
い
て

春
名
良
兼
議
員

・
議
案
第
91
号
小
野
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
２
号
）に
つ
い
て

・
議
案
第
92
号
小
野
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

に
つ
い
て

・
議
案
第
98
号
小
野
市
国
民
健
康
保

険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

一
般
質
問
発
言
者

質
疑
発
言
者

●身近な議会をめざして●
■議論百戦：議会は、本会議だけでなく、委員会をはじ

め、各種会議を通じて、執行機関と政策議

論をしています。

●議会の委員会

　議会は、年４回（３、６、９、１２）の定例会本会議と臨

時議会のほか、それぞれの常任委員会や議会運営委員会、

そして予算・決算特別委員会などで、市から提出された

数多くの議案の審査をおこなっています。

●総務文教常任委員会：市が進める事業（全体計画の立

案、財政運営、消防など）の調

査、審査をおこなう委員会です。

●民生保健常任委員会：福祉、医療、生活（健康福祉、

環境衛生、少子高齢者対策、市

民医療、上下水道など）の調査、

審査をおこなう委員会です。

●地域振興常任委員会：住みよいまちづくり（道路整備、

河川改修、住宅宅地開発、農業、

商工業、観光）などについて調

査、審査をおこなう委員会です。

●議 会 運 営 委 員 会：議会運営（市から議会に提出の

議案や議会の会議規則（委員会

条例、議長の諮問などの議事）

が円滑にすすむよう協議する委

員会です。

＊このほかに、開催期限を決めて開催される委員会とし

て、予算特別委員会（市から提出の各年度の予算の内

容について審査をします）・決算特別委員会（予算と同

様に決算の認定について審査をします）などがあります。

（
一
般
質
問
・
質
疑
は
発
言
し
た

　
　
　
　
　
議
員
が
編
集
し
ま
し
た
）

九
月
定
例
会

九
月
定
例
会

ご意見をお待ちしています。 議会のメールアドレス：gikai@city.ono.hyogo. jp
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安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
現
状
は
。

　
　
　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
対
し
て
、
要

介
護
の
状
態
に
な
る
前
か
ら
、
介
護
予
防
教

室
や
、
健
康
講
話
な
ど
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　（
市
民
福
祉
部
長
）

　
　
　
市
職
員
の
有
給
休
暇
の
利
用
状
況
は
。

　
　
　
現
在
、
ほ
と
ん
ど
の
職
員
に
40
日
の

年
次
有
給
休
暇
を
付
与
し
て
い
ま
す
。
取
得

率
は
25
・
６
％
で
、
平
均
取
得
日
数
は
10
日

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
総
務
部
長
）

　
　
　
安
全
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
の
現
状
と
成

果
は
ど
う
か
。

　
　
　
２
班
４
人
体
制
を
３
班
６
人
体
制
に

増
強
、
犯
罪
発
生
件
数
は
年
間
約
４
０
０
件

減
少
し
ま
し
た
。
　
　
　（
市
民
安
全
部
長
）

　
　
　
義
務
教
育
期
間
の
医
療
費
無
料
化
は
。

　
　
　
小
学
校
３
年
生
ま
で
無
料
化
を
実
施
。

義
務
教
育
期
間
無
料
化
に
つ
い
て
は
順
次
検

討
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
長
）

　
　
　
小
野
ま
つ
り
の
今
後
の
予
算
の
規
模

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
「
協
働
と
参
画
」
を
推
進
す
る
場
で

も
あ
る
た
め
総
合
的
に
判
断
し
て
適
正
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
規
模
で
実
施
し
ま
す
。

（
地
域
振
興
部
次
長
）

　
　
　
入
札
制
度
改
革
な
ど
で
７
年
間
に
１
２

０
億
円
節
減
さ
れ
た
が
、
余
剰
金
員
は
市
民
の

た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
有
効
に
使
用
さ
れ
た
か
。

　
　
　
下
水
道
事
業
、
道
路
整
備
、
来
住
小

学
校
改
築
、
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
の
充
実
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
導
入
な
ど
で
す
。（
助
役
）

　
　
　
東
条
川
に
お
け
る
台
風
23
号
の
対
策

事
業
は
ど
う
か
。

　
　
　
本
年
11
月
か
ら
東
条
川
の
喜
多
町
樋

門
か
ら
加
古
川
と
の
合
流
地
点
ま
で
の
左
岸

側
に
植
生
し
て
い
る
流
木
の
伐
採
の
工
事
に

着
手
す
る
予
定
で
す
。
　
　
　
　
　（
技
監
）

通
学
路
の
新
設

　
　
そ
の
後
の
現
状
に
つ
い
て

　
　
　
ト
ク
セ
ン
工
業
寮
か
ら
住
吉
南
ま

で
の
歩
道
計
画
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
道
路
法
線
を
西
側
へ
シ
フ
ト
し
、

東
側
に
歩
道
を
設
置
す
る
こ
と
が
最
も
望

ま
し
い
と
考
え
地
権
者
と
交
渉
し
て
い
ま

す
が
、
共
有
地
の
相
続
が
な
さ
れ
て
い
な

い
た
め
に
歩
道
を
設
置
す
る
に
は
相
当
な

時
間
と
費
用
が
必
要
で
、
事
業
実
施
は
当

面
、
困
難
な
状
況
で
す
。
　
　
　（
技
監
）

信
号
機
の
新
設
に
つ
い
て

　
　
　
船
木
浄
水
場
南
交
差
点
に
、
信
号

が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
こ
の
場
所
へ
の
設
置
は
必
要
と
判

断
し
て
お
り
、
社
警
察
署
に
強
く
要
望
し

て
い
ま
す
。
　
　
　
　（
市
民
安
全
部
長
）

ト
ラ
イ
や
る
ウ
ィ
ー
ク
に
つ
い
て

　
　
　
こ
の
事
業
は
、
学
校
・
家
庭
・
企

業
の
三
者
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、

家
庭
の
果
た
す
役
割
は
ど
う
か
。

　
　
　
活
動
場
所
の
選
定
に
あ
た
っ
て
、

生
徒
は
保
護
者
と
十
分
な
話
し
合
い
を
持

つ
よ
う
に
指
導
、
そ
の
際
毎
日
の
活
動
記

録
を
保
護
者
が
確
認
し
て
、
意
見
欄
の
感

想
や
お
礼
等
の
記
入
に
つ
い
て
話
し
合
う

こ
と
が
家
庭
の
絆
を
深
め
る
と
考
え
ま
す
。

（
教
育
長
）

　
　
　
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
。

　
　
　
こ
の
事
業
が
単
な
る
職
業
体
験
で

は
な
く
、
地
域
社
会
で
子
ど
も
た
ち
を
育

て
る
、
心
を
育
て
子
ど
も
の
成
長
を
助
け

る
た
め
の
大
切
な
手
法
で
あ
る
こ
と
を
、

教
師
も
保
護
者
も
地
域
の
人
々
も
再
確
認

す
る
と
い
う
こ
と
が
大
切
で
す
。（

教
育
長
）

新
生
ク
ラ
ブ

井
上
日
吉
議
員

新
生
ク
ラ
ブ

松
本
英
昭
議
員

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問
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④

文
部
科
学
省
と
厚
生
労
働
省
の
放

課
後
対
策
事
業
の
連
携
構
想
、
仮

称
「
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
」
の

創
設
に
つ
い
て

　
　
　
一
、
各
市
町
村
に
お
い
て
、
教
育

委
員
会
が
主
導
し
て
福
祉
部
局
と
の
連
携

の
下
で
、
一
体
的
に
連
携
す
る
。
二
、
教

育
委
員
会
が
主
導
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学

校
が
よ
り
積
極
的
に
関
わ
ら
れ
る
。
三
、

同
プ
ラ
ン
は
、
福
祉
部
局
職
員
、
教
職
を

目
指
す
大
学
生
、
退
職
教
員
、
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
を
活
用
す
る
、
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
ど
う
考
え
ま
す
か
。

　
　
　
「
安
全
安
心
対
策
と
は
い
え
、
長

時
間
学
校
に
い
る
こ
と
が
適
切
か
」
「
小

野
と
い
う
地
域
に
相
応
し
い
施
策
か
」
「
家

庭
教
育
力
が
脆
弱
に
な
ら
な
い
か
」
な
ど
、

事
業
が
明
確
に
な
っ
た
時
点
で
多
角
的
に

検
討
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　（
教
育
長
）

自
立
を
め
ざ
し
た
地
域
づ
く
り
に

伴
う
Ｊ
Ａ
来
住
支
所
跡
地
購
入
に

つ
い
て

　
　
　
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の

立
ち
上
が
り
に
伴
い
、
地
域
密
着
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
、
お
年
寄
り
そ

し
て
子
ど
も
た
ち
を
地
域
で
見
守
る
拠
点

に
と
考
え
る
。
小
野
市
が
買
い
上
げ
、
地
域

が
運
営（
公
設
民
営
）で
の
購
入
に
つ
い
て

　
　
　
現
時
点
で
は
公
設
民
営
の
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
。
　
　
　（
市
民
福
祉
部
長
）

加
古
川
本
流
と
前
谷
川
と
の
水
害

防
止
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
自
立
し
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
る

上
で
、
先
ず
地
域
の
安
全
が
守
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
国
の
取
り
組
み
姿
勢
と

進
捗
状
況
に
つ
い
て

　
　
　
国
に
お
い
て
は
、
加
古
川
本
流
の

水
位
低
下
を
目
的
と
し
洪
水
の
流
下
阻
害

と
な
る
河
道
内
樹
林
の
伐
採
や
体
積
土
砂

の
除
去
・
河
床
掘
削
な
ど
の
工
事
が
概
ね

５
年
間
の
予
定
で
平
成
17
年
度
か
ら
着
工

し
て
い
ま
す
。
合
流
部
分
の
支
川
処
理
に

つ
い
て
は
、
今
後
社
土
木
事
務
所
と
協
議

を
進
め
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　（
技
監
）

市
民
ク
ラ
ブ

藤
本
修
造
議
員

質
問

答
弁

質
問

答
弁

ま
ち
づ
く
り
と
景
観
に
つ
い
て

　
　
　
都
市
計
画
税
は
、
本
来
市
街
化
区

域
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
使
わ
れ
る
目

的
税
で
す
が
、
そ
の
使
途
は
ど
う
か
。

　
　
　
使
途
は
、
公
債
費
の
ほ
か
シ
ビ
ッ

ク
ゾ
ー
ン
整
備
事
業
、
神
鉄
小
野
駅
周
辺

整
備
事
業
、
各
種
公
園
の
整
備
な
ど
の
都

市
基
盤
整
備
事
業
の
財
源
と
し
て
活
用
し

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　（
総
務
部
長
）

　
　
　
匠
台
工
業
団
地
で
は
景
観
対
策
で

電
線
・
電
柱
を
埋
設
し
た
共
同
溝
を
整
備

し
て
い
る
が
、
中
心
市
街
地
で
の
計
画
は

ど
う
か
。

　
　
　
市
役
所
周
辺
道
路
整
備
事
業
の

１
０
０
ｍ
区
間
で
電
柱
の
埋
設
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
無
電
柱
化
な
ど
都
市

景
観
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
研
究
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
　
　
　
　
　（
助
役
）

　
　
　
「
美
し
い
景
観
」
に
尽
力
さ
れ
た
方

に
対
し
て
表
彰
制
度
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
表
彰
制
度
の
み
な
ら
ず
、
一
歩
進

ん
で
補
助
金
制
度
も
検
討
し
た
い
。（

助
役
）

小
学
生
と
高
齢
者
の
交
流
に
つ
い
て

　
　
　
少
子
高
齢
化
が
言
わ
れ
て
久
し
く
、

「
世
代
間
を
超
え
た
交
流
促
進
地
域
シ
ス

テ
ム
」
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

子
ど
も
と
高
齢
者
が
交
流
版
「
お
の
検

定
」
に
取
り
組
み
、
そ
れ
を
地
域
の
サ

ポ
ー
タ
ー
が
支
え
る
仕
組
み
に
す
れ
ば
、

子
ど
も
は
「
生
き
る
知
恵
、
遊
び
の
工
夫
、

ま
ち
の
歴
史
」
を
高
齢
者
か
ら
学
び
、
高

齢
者
は
脳
の
活
性
化
は
も
と
よ
り
、
子
ど

も
を
見
守
り
な
が
ら
地
域
の
安
全
安
心
に

寄
与
で
き
る
と
思
わ
れ
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
今
日
の
子
ど
も
た
ち
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
世
代
の
人
間
と
交
流
す
る
機
会
が
減

少
し
、
危
惧
し
て
い
ま
す
。
小
学
校
の
「
総

合
的
な
学
習
」
の
時
間
で
高
齢
者
と
の
交

流
を
推
進
し
て
お
り
、
あ
る
程
度
の
成
果

が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
今
後
国
が
進
め
て

い
る
「
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
」
が
明
確

に
な
っ
た
時
点
で
、
総
合
的
に
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。（
教
育
長
）

新
生
ク
ラ
ブ

加

島

淳
議
員

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁
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小
野
中
学
校
建
築
に
つ
い
て

　
　
　
そ
の
後
の
計
画
は
進
ん
で
い
る
か
。

　
　
　
小
野
中
学
校
の
改
修
事
業
は
、
平

成
17
年
度
か
ら
２
ヶ
年
で
取
組
む
予
定
で

し
た
が
、
用
地
買
収
が
不
調
に
な
っ
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
事
業
を
中
止
い
た
し
ま

し
た
。

　
当
初
、
現
地
改
修
を
行
う
こ
と
と
し
て

計
画
案
が
出
さ
れ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

「
運
動
場
を
広
く
す
る
」
「
現
在
の
正
門

の
敷
地
は
、
前
の
道
路
に
斜
め
に
接
し
て

い
る
た
め
危
険
で
あ
る
」
と
の
意
見
を
受

け
て
、
正
門
を
南
面
に
移
動
さ
せ
、
校
舎

を
一
棟
と
し
体
育
館
も
あ
わ
せ
て
改
修
し
、

駐
車
場
及
び
自
転
車
置
場
も
全
て
南
側
に

し
た
設
計
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
現
在
、

移
転
す
る
の
か
、
現
地
改
修
す
る
の
か
検

討
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
い
ず

れ
に
し
て
も
白
紙
の
状
況
で
あ
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　（
教
育
次
長
）

公
共
施
設
及
び
公
園
整
備
に
つ
い
て

　
　
　
市
内
の
公
園
に
は
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ

コ
ー
ス
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
用
意

さ
れ
、
ま
た
、
ア
ル
ゴ
、
ア
ク
ト
、
図
書

館
な
ど
の
公
共
施
設
も
多
数
あ
る
が
、
周

辺
に
も
ベ
ン
チ
が
あ
れ
ば
市
民
の
憩
い
の

場
と
な
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
市
内
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
沿
い

で
は
休
憩
施
設
内
に
ベ
ン
チ
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　
公
共
施
設
ア
ル
ゴ
に
つ
い
て
は
施
設
内

の
土
足
可
能
エ
リ
ア
に
ベ
ン
チ
が
設
置
し

て
あ
る
こ
と
か
ら
、
周
辺
に
は
置
い
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
ア
ク
ト
や
図
書
館
、
そ
の

他
の
施
設
に
つ
い
て
も
調
査
の
上
、
設
置

が
必
要
で
あ
れ
ば
、
新
年
度
予
算
で
措
置

を
い
た
し
ま
す
。
　（
地
域
振
興
部
次
長
）

民
主
ク
ラ
ブ

井

上

煕
議
員

質
問

答
弁

質
問

答
弁

幼
保
一
元
化
法
に
つ
い
て

　
　
　
保
育
園
と
幼
稚
園
両
方
の
機
能
を

併
せ
持
つ
総
合
施
設
「
認
定
こ
ど
も
園
」

を
整
備
す
る
た
め
の
幼
保
一
元
化
法
が
今

年
５
月
に
成
立
し
た
が
、
小
野
市
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
施
設
を
目
指
す
考
え
か
。

　
　
　
現
在
、
小
野
市
に
は
２
つ
の
幼
稚

園
と
14
の
保
育
所
が
あ
り
ま
す
。
待
機
児

童
数
は
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
に
、
認
定
こ

ど
も
園
の
必
要
性
は
な
い
も
の
と
思
い
ま

す
が
、
新
し
い
形
で
の
連
携
を
模
索
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
親
子
に
と
っ
て
有
意

義
な
施
設
に
す
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
さ

ら
に
検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。
（
教
育
長
）

内
部
障
害
、
内
臓
疾
患
患
者
の

　
安
全
・
安
心
の
確
保
に
つ
い
て

　
　
　
身
体
障
害
者
マ
ー
ク
は
普
及
が
進

み
、
知
名
度
が
高
い
が
、
そ
れ
に
比
べ
、

健
常
者
と
の
見
分
け
の
つ
か
な
い
内
部
障

害
、
内
臓
疾
患
患
者
の
た
め
の
「
ハ
ー
ト

プ
ラ
ス
マ
ー
ク
」
の
普
及
が
遅
れ
て
い
る
。

普
及
に
対
す
る
小
野
市
の
取
組
み
は
ど
う

か
。

　
　
　
法
的
拘
束
力
は
な
い
も
の
の
、

ハ
ー
ト
フ
ル
シ
テ
ィ
お
の
と
し
て
「
ハ
ー

ト
プ
ラ
ス
マ
ー
ク
」
の
普
及
啓
発
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
　
　（
市
民
福
祉
部
長
）

特
定
外
来
生
物
対
策
の
現
状
に
つ
い
て

　
　
　
小
野
市
近
郊
で
、
ア
ラ
イ
グ
マ
に

よ
る
被
害
が
多
発
し
て
い
る
が
、
小
野
市

の
対
策
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
現
時
点
で
は
、
市
と
し
て
現
状
把

握
に
努
め
、
被
害
報
告
の
多
い
地
域
を
中

心
に
ア
ラ
イ
グ
マ
の
捕
獲
活
動
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
国
・
小
野

市
に
ア
ラ
イ
グ
マ
防
除
実
施
計
画
を
提
出

し
、
市
民
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
の
捕
獲
・

運
搬
活
動
を
速
や
か
に
行
え
る
よ
う
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。（

地
域
振
興
部
次
長
）

公
明
党

竹

内

修
議
員

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁
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１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

月　　日

４月14日（金）

５月11日（木）

５月17日（水）

５月22日（月）

５月25日（木）

６月28日（水）

７月５日（水）

７月31日（月）

８月８日（火）

８月18日（金）

10月13日（金）

10月19日（木）

10月20日（金）

10月20日（金）

10月26日（木）

10月27日（金）

10月27日（金）

11月１日（水）

11月７日（火）

11月17日（金）

11月20日（月）

市　町　名

兵庫県猪名川町

山形県東根市

岡山県赤磐市

埼玉県八潮市

滋賀県東近江市

兵庫県西脇市

宮崎県小林市

鳥取県北栄町

岡山県倉敷市

愛知県東浦町

千葉県印西市

茨城県常総市

神奈川県茅ヶ崎市

神奈川県寒川町

山口県山陽小野田市

富山県滑川市

千葉県八街市

静岡県牧之原市

宮城県柴田町

和歌山県田辺市

長野県木曽町

調 査 事 項

議会のＩＴ化について

水道総合管理システムについて

小野市の行財政改革の取り組みについて

人事管理制度（ＯＮＰＭ計画）について

白雲谷温泉「ゆぴか」の運営について

特別指定区域制度について

議会活性化、ＩＴ化の推進について

行政経営について

行政経営について

行財政改革について

行政改革について

方針管理制度について

行財政改革について

行財政改革について

上下水道の一元化について

行財政改革・入札制度の改善について

行財政改革・入札制度の改善について

行財政改革について

行財政改革の取り組みについて

議会ライブ中継について

行財政改革について

障
害
者
自
立
支
援
法
の

　
　
　
本
格
実
施
に
つ
い
て

利
用
者
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て

　
　
　
障
害
者
自
立
支
援
法
は
、
す
で
に

４
月
か
ら
実
施
さ
れ
、
１
割
の
応
益
負
担

導
入
に
よ
る
施
設
か
ら
の
退
所
や
、
報
酬

減
に
よ
る
施
設
運
営
の
悪
化
な
ど
深
刻
な

問
題
が
出
て
い
る
。
10
月
か
ら
は
本
格
実

施
と
な
る
が
、
３
月
定
例
会
で
私
が
「
負

担
軽
減
措
置
」
を
求
め
た
の
に
対
し
部
長

は
、
「
実
態
を
把
握
し
十
分
な
検
証
が
必

要
」
と
答
弁
さ
れ
た
。
実
態
調
査
の
結
果

は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

　
　
　
制
度
導
入
後
５
ヶ
月
余
り
で
あ
っ

た
こ
と
、
10
月
か
ら
全
施
行
に
向
け
た
事

務
の
多
さ
な
ど
か
ら
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

利
用
者
負
担
に
関
し
て
は
、
障
害
者
や
家

族
が
年
金
収
入
の
み
の
低
所
得
世
帯
な
ど

で
検
討
す
べ
き
事
項
が
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
今
後
、
法
の
全
体
設
計
を
整
理
す

る
中
で
検
討
し
ま
す
。（
市
民
福
祉
部
長
）

　
　
　
社
会
の
最
も
弱
い
立
場
の
人
た
ち

の
負
担
を
大
幅
に
増
や
す
、
日
本
の
福
祉

は
ど
ち
ら
を
向
い
て
い
る
の
か
と
思
う
。

悪
政
の
防
波
堤
と
な
っ
て
こ
れ
ら
の
人
た

ち
を
守
る
の
が
自
治
体
の
役
割
だ
と
思
う

が
。

　
　
　
自
立
支
援
法
の
関
係
で
は
、
包
括

し
て
サ
ー
ビ
ス
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
考
え

ま
す
。
低
所
得
者
の
負
担
軽
減
は
当
然
の

こ
と
。
他
市
に
負
け
な
い
対
策
を
と
っ
て

い
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
長
）

ひ
ま
わ
り
園
通
所
者
の
実
態
及
び

園
運
営
上
の
影
響
に
つ
い
て

　
　
　
通
所
施
設
の
利
用
料
は
こ
れ
ま
で

９
割
以
上
が
無
料
。
法
施
行
後
、
食
事
代

を
含
め
１
〜
３
万
円
の
負
担
増
と
な
り
、

施
設
利
用
を
断
念
す
る
障
害
者
が
相
次
い

で
い
る
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
報
酬
単
価

引
き
下
げ
や
、
支
払
い
方
式
が
「
日
払
い
」

に
変
わ
っ
た
た
め
の
減
収
で
施
設
運
営
に

影
響
が
出
て
い
る
よ
う
だ
が
、
市
立
ひ
ま

わ
り
園
は
ど
う
か
。

　
　
　
利
用
者
１
割
負
担
に
な
っ
た
こ
と

に
よ
る
利
用
中
止
や
利
用
回
数
制
限
は
現

在
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。
園
運
営
へ
の

影
響
で
は
、
「
月
払
い
」
か
ら
「
日
払
い
」

方
式
に
転
換
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
前
年

比
83
・
６
％
と
大
き
な
減
収
傾
向
と
な
っ

て
い
ま
す
。
　
　
　
　（
市
民
福
祉
部
長
）

日
本
共
産
党

鈴

垣

元
議
員

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

全
国
各
地
か
ら
、
小
野
市
へ

　
　
今
年
も
、
多
く
の
市
町
か
ら
視
察
研
修
に

　
小
野
市
の
政
策
を
視
察
し
た
い
、
と
い
う
希
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
今
年

も
全
国
各
地
か
ら
視
察
研
修
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
小
野
市
議
会
か
ら
も
、

各
地
へ
先
進
地
の
市
町
村
へ
行
政
視
察
研
修
に
出
か
け
て
い
ま
す
。

　
同
じ
よ
う
に
他
市
町
議
会
か
ら
も
、
小
野
市
へ
行
政
視
察
研
修
に
来
ら
れ

ま
す
。（
左
表
は
今
年
、
小
野
市
に
来
ら
れ
た
市
町
で
す
。
予
定
を
含
む
）

ようこそ
小
野
市
へ

ようこそ
小
野
市
へ
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質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

平
成
18
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
歳
出
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
管
理
経
費

１
６
５
万
６
千
円
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て

　
　
　
い
つ
で
も
誰
で
も
予
約
が
で
き
る

よ
う
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ス
ポ
ー
ツ
施
設
予

約
シ
ス
テ
ム
を
稼
動
さ
せ
て
い
ま
す
が
、

２
台
の
サ
ー
バ
ー
の
う
ち
エ
ラ
ー
が
発
生
、

直
ち
に
修
理
し
ま
し
た
。
そ
の
後
同
様
の

エ
ラ
ー
は
発
生
し
て
い
な
い
も
の
の
、
万

一
使
用
不
能
に
陥
る
と
数
日
間
は
サ
ー
ビ

ス
が
停
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
サ
ー
バ
ー
１
台
を
交
換
し
よ
う
と

す
る
経
費
で
す
。
そ
の
他
に
、
小
野
市
の

地
図
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
提
供
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
　
　（
総
務
部
長
）

市
長
の
専
決
処
分
事
項
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
市
が
扱
う
私
法
上
の
金
銭
債
権
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　
　
市
営
住
宅
使
用
料
、
住
宅
資
金
貸

付
金
、
し
尿
汲
取
手
数
料
、
幼
稚
園
授
業

料
、
水
道
使
用
料
、
市
民
病
院
の
診
療
費

用
等
で
す
。
　
　
　
　
　
　（
総
務
部
長
）

　
　
　
条
例
改
正
に
よ
り
見
込
ま
れ
る
効

果
と
は
。

　
　
　
市
が
行
う
民
事
訴
訟
法
の
規
定
に

よ
る
支
払
督
促
に
対
し
、
相
手
方
か
ら
異

議
の
申
立
て
が
あ
っ
た
場
合
に
、
訴
訟
要

件
で
あ
る
「
議
会
の
議
決
を
欠
く
行
為
」

と
し
て
不
適
法
な
も
の
と
な
り
、
却
下
さ

れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
地
方
自
治
法
第
１
８
０
条
に
基

づ
き
、
「
議
会
の
権
限
に
属
す
る
軽
易
な

事
項
で
、
長
が
専
決
で
き
る
も
の
」
と
し

て
条
例
に
明
文
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市

長
が
専
決
で
き
、
①
事
案
ご
と
に
臨
時
市

議
会
を
開
催
し
な
く
て
よ
い
、
②
訴
訟
が

却
下
さ
れ
る
事
態
が
回
避
で
き
る
、
そ
し

て
、
こ
れ
ら
に
よ
り
支
払
督
促
手
続
が
迅

速
か
つ
適
法
に
活
用
で
き
る
と
い
う
効
果

が
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　（
総
務
部
長
）

平
成
18
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
住
宅
再
建
共
済
制
度
加
入
促
進
委

託
料
３
１
２
万
５
千
円
の
補
正
に
つ
い
て

　
　
　
兵
庫
県
が
全
国
に
先
駆
け
創
設
し

た
住
宅
再
建
共
済
制
度
で
あ
り
、
自
然
災

害
に
よ
る
被
害
住
宅
の
再
建
支
援
は
、
「
自

助
」
「
公
助
」
「
共
助
」
が
適
切
に
組
み

合
っ
た
仕
組
が
必
要
で
す
。
「
公
助
」
に

は
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
が
あ
り
ま

す
が
、
対
象
が
全
壊
・
大
規
模
半
壊
世
帯

に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
「
共
助
」

と
し
て
住
宅
の
所
有
者
同
士
が
共
に
助
け

合
い
年
５
千
円
を
負
担
、
半
壊
以
上
の
被

害
住
宅
の
再
建
・
補
修
を
支
援
し
あ
う
も

の
で
あ
り
、
こ
の
た
び
多
数
の
市
民
に
加

入
し
て
い
た
だ
く
よ
う
共
済
負
担
金
の
半

額
を
加
入
促
進
委
託
料
と
し
て
各
自
治
会

に
支
払
う
も
の
で
す
。（

市
民
安
全
部
次
長
）

　
　
　
住
宅
管
理
費
及
び
住
宅
資
金
貸
付

償
還
費
そ
れ
ぞ
れ
の
弁
護
士
相
談
委
託
料

１
５
０
万
円
・
同
委
託
料
１
０
０
万
円
の

具
体
的
内
容
に
つ
い
て

　
　
　
住
宅
管
理
費
１
５
０
万
円
は
、
市

営
住
宅
家
賃
滞
納
者
の
う
ち
悪
質
な
２
名

に
対
し
て
住
宅
の
明
け
渡
し
並
び
に
滞
納

家
賃
及
び
損
害
賠
償
金
の
支
払
い
を
求
め

る
訴
訟
に
か
か
る
費
用
と
、
未
収
金
と
し

て
75
件
の
家
賃
滞
納
者
に
支
払
督
促
を
す

る
弁
護
士
委
託
料
で
す
。

　
住
宅
資
金
貸
付
償
還
費
１
０
０
万
円
は
、

償
還
件
数
１
４
０
件
の
う
ち
、
未
収
金
と

し
て
40
件
、
滞
納
者
に
対
す
る
支
払
督
促

を
す
る
弁
護
士
委
託
料
で
す
。

　
従
来
は
未
収
金
の
徴
収
に
職
員
が
努
力

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
後
は
法
的
措
置
を

講
ず
る
べ
く
、
弁
護
士
の
力
添
え
を
得
て
、

訴
訟
し
て
で
も
回
収
す
る
姿
勢
で
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
市
と
し
て
も
積
極
的
に

徴
収
業
務
を
推
進
す
る
た
め
、
「
徴
収
専

門
員
」
を
採
用
し
、
収
納
率
の
向
上
に
向

け
努
力
し
ま
す
。
　（
地
域
振
興
部
次
長
）

質
疑

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

答
弁 公

明
党

川
名
善
三
議
員

議

案案

疑

質

疑

日
本
共
産
党

春
名
良
兼
議
員

議

案案

疑

質

疑



小野市議会だより

⑨

小野市議会だより

⑧

12月13日（水）、14日（木）
　12月定例議会で「託児コーナー」を開設するのは、議員から市長へ
質疑と一般質問がおこなわれる12月13日（水）、14日（木）のそれぞれ
10時から正午までの2時間以内といたします。
　1歳から就学前までのお子さまをお持ちの保護者の方が対象です。
ご希望の方は、12月6日までに、議会事務局（電話番号63－1006）へ
電話でお申し込みください。
　今回も、託児のお世話をしていただくのは、託児ボランティアグ
ループ・小野託児サークル「このゆびと～まれ♪」のメンバーのみな
さまです。（当日、託児の受付はできません。あらかじめお申し込み
くださいますようお願いします。）

12
月
定
例
会
託
児
コ
ー
ナ
ー
開
設

■
総
務
文
教
常
任
委
員
会
視
察
研
修
報
告

・
期
　
日
　
７
月
19
日
〜
21
日

・
視
察
先
　
秋
田
県
大
館
市

　
　
　
　
　
岩
手
県
滝
沢
村

・
視
察
内
容

◎
大
館
市
の
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

　
大
館
市
は
秋
田
県
北
部
の
政
治
経
済
文

化
の
中
心
都
市
で
、
鉱
石
と
秋
田
杉
の
産

地
と
し
て
名
が
馳
せ
、
大
館
能
代
空
港
、

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
が
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
○
行
財
政
改
革
は
、
新
第
３
次
行
財
政

改
革
大
綱
に
よ
り
３
年
後
の
指
標
を
定
め
、

職
員
数
を
14
％
、
１
１
４
人
を
削
減
、
経

常
経
費
を
８
％
削
減
、
市
営
の
64
施
設
を

民
間
に
委
託
す
る
こ
と
を
決
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
債
権
管
理
委
員
会
」
を
設
置
し

て
未
収
金
の
徴
収
に
努
め
て
い
ま
す
。

『
視
察
の
感
想
』

・
職
員
削
減
の
方
策
も
決
定
で
は
な
く
、

実
効
性
に
乏
し
い
。
ま
た
、
職
員
削
減
で

き
め
細
や
か
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
な

の
か
、
そ
の
あ
た
り
の
対
応
が
必
要
と
思

わ
れ
ま
す
。

　◎
滝
沢
村
の
行
政
経
営
に
つ
い
て

　
滝
沢
村
は
５
万
人
、
人
口
日
本
一
の
村

で
す
。
盛
岡
市
か
ら
８
キ
ロ
、
都
市
近
郊

農
業
地
帯
が
と
り
ま
い
て
い
ま
す
。
豊
か

な
村
づ
く
り
で
全
国
表
彰
天
皇
杯
を
受
賞
、

情
報
化
の
推
進
で
は
自
治
大
臣
表
彰
を
受

け
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
、
９
０
０
１
の

全
国
初
の
同
時
取
得
を
す
る
な
ど
進
ん
だ

行
政
経
営
に
努
め
て
い
ま
す
。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
）

　
総
務
文
教（
松
本
英
昭
委
員
長
）・
民
生
保
健（
竹
内
修
委
員
長
）・
地
域
振
興（
春
名

良
兼
委
員
長
）の
各
常
任
委
員
会
は
、
財
政
運
営
、
健
康
福
祉
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の

地
方
自
治
体
の
運
営
や
事
業
に
つ
い
て
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
研
修
に
参
加
し
た
議
員
全
員
が
、
報
告
書
を
議
長
宛
に
提
出
し
ま
す
。
委
員
長
は
、

各
議
員
の
報
告
書
を
も
と
に
委
員
長
報
告
書
を
作
成
し
て
９
月
定
例
市
議
会
に
配
布
し

ま
す
。
以
下
の
報
告
書
は
、
市
議
会
に
配
布
し
た
委
員
長
報
告
書
の
概
要
で
す
。（
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
報
告
書
の
全
文
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

常
任
委
員
会
行
政
視
察
研
修
報
告

☆議会開催中お子さまをお預かりします☆

　
６
月
定
例
会
で
各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て
26
日
、
総
務
文
教
、
民
生
保
健
、

地
域
振
興
の
各
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
議
案
第
91
号
か
ら
第
104
号
ま
で
合
計
14
議
案
に

つ
い
て
、
市
当
局
か
ら
詳
し
く
説
明
を
受
け
、
そ
の
あ
と
慎
重
に
審
査
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
議
案
14
件
の
う
ち
民
生
保
健
常
任
委
員
会
に
付
託
の
議
案
第
98
号
、
99
号
に
つ
い
て
は

反
対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
他
の
12
件
に
つ
い
て
反
対
討
論
は
な
く
、
本
会
議
に
お
い

て
は
全
会
一
致
で
可
決
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
、
と
し
た
審
査
結
果
を
ま
と
め
ま
し
た
。

○
総
務
文
教
常
任
委
員
会
（
松
本
英
昭
委

員
長
）
に
付
託
さ
れ
た
６
件
の
議
案
の
う

ち
議
案
第
104
号
小
野
市
北
条
鉄
道
経
営
対

策
事
業
基
金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
を
審
査
す
る
際
「
基
金
条
例

の
廃
止
な
ど
北
条
鉄
道
株
式
会
社
の
経
営

等
か
ら
の
全
面
撤
退
に
あ
た
っ
て
は
、
市

民
に
正
確
な
情
報
が
伝
わ
る
よ
う
、
行
政

の
説
明
責
任
を
果
た
さ
れ
た
い
」
と
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

○
民
生
保
健
常
任
委
員
会
（
竹
内

修
委

員
長
）
に
付
託
さ
れ
た
８
件
の
議
案
の
う

ち
議
案
第
91
号
高
齢
者
交
通
安
全
教
室
開

催
事
業
を
審
査
す
る
際
「
高
齢
者
交
通
安

全
教
室
開
催
事
業
は
、
警
察
、
教
習
所
、

行
政
の
三
者
が
一
体
と
な
っ
て
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
た
め
の
事
業
で
あ

る
が
、
各
地
域
の
高
齢
者
一
人
ひ
と
り
の

安
全
意
識
が
、
さ
ら
に
向
上
す
る
よ
う
実

施
に
向
け
努
力
さ
れ
た
い
」
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
案
第
98
号
小
野
市
国
民
健
康

保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
、
議
案
第
99
号
小
野
市
福
祉

医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
の
２
議
案

は
、
反
対
討
論
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
す
べ
き
と
決
定
し

ま
し
た
。

○
地
域
振
興
常
任
委
員
会
（
春
名
良
兼
委

員
長
）
に
付
託
さ
れ
た
２
件
の
議
案
の
う

ち
、
議
案
第
91
号
集
落
営
農
活
動
支
援
事

業
を
審
査
す
る
際
「
水
田
営
農
元
気
ア
ッ

プ
事
業
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
敷
地
町
営

農
組
合
は
、
面
積
的
に
も
ま
だ
小
規
模
で

あ
る
た
め
に
、
将
来
に
か
け
て
面
積
の
拡

大
を
図
る
と
と
も
に
、
よ
り
高
付
加
価
値

農
業
を
め
ざ
し
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対

策
事
業
へ
と
移
行
で
き
る
よ
う
指
導
さ
れ

た
い
」
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
平
成
17
年
度
の
決
算
総
額
は
歳
入
３
５

８
億
円
、
歳
出
３
６
１
億
７
千
万
円
、
黒

字
は
８
千
万
円
、
ま
た
市
債
残
高
は
１
６

８
億
円
、
基
金
残
高
は
81
億
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
市
民
ひ
と
り
あ
た
り
の
資
産
は
、
約
１

３
７
万
円
、
負
債
は
、
約
81
万
円
で
す
。

　
市
民
ひ
と
り
あ
た
り
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

に
要
し
た
経
費
は
29
万
６
千
円
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
７
年
間
で
、
入
札
改
革
、

人
件
費
削
減
な
ど
で
１
２
０
億
円
の
経
費

を
削
減
し
て
い
ま
す
。

●
17
年
度
の
主
な
事
業

・
乳
幼
児
医
療
費
無
料
化
を
小
学
校
就
学

前
ま
で
拡
大

・
全
保
育
所
で
延
長
保
育
を
実
施
、
全
小

学
校
で
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
を
実
施

・
重
度
障
害
者
・
母
子
家
庭
の
個
人
負
担

金
を
無
料
化

・
敬
老
祝
金
を
５
千
円
に
増
額

・
防
災
資
材
備
蓄
倉
庫
を
建
設

・
公
共
施
設
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
配
置

・
安
全
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
車
を
３
台
に
増

車
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
下
東
条
、
市

民
会
館
の
大
規
模
改
修
工
事
を
実
施

・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
支
援
の
拡

大

・
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
に
よ
り
本
格
活
動

・
道
路
沿
線
に
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
を
整
備

・
全
国
ハ
ー
ブ
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催

・
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
活
用

・
Ｊ
Ｒ
加
古
川
線
沿
線
４
駅
の
周
辺
整
備

を
実
施

・
八
ヶ
池
周
辺
整
備
事
業
の
実
施

◎
常
任
委
員
会
審
査
報
告
◎

　決算特別委員会は、委員長
に春名良兼議員を、副委員長
に竹内 修議員を選任し、10月11、
12、18日に開催いたしましたが、
発行締切日の都合上、決算特
別委員会で指摘のあった意見
については次号の小野市議会
だよりに掲載いたします。

・道路舗装率　　93.7％

・下水道普及率　98.1％

　議案第86号から同第90号まで平成17年度各会計（小野市歳
入歳出決算、都市開発事業会計、病院事業会計、水道事業会
計、下水道事業会計）決算の認定についての審査を付託する
決算特別委員会（全議員）を設置し、審査に付託された議案
の継続審査（10月11、12、18日の３日間）をすることが決ま
りました。

17年度各会計を審査する

決算特別委員会を設置
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ご希望の方は、12月6日までに、議会事務局（電話番号63－1006）へ
電話でお申し込みください。
　今回も、託児のお世話をしていただくのは、託児ボランティアグ
ループ・小野託児サークル「このゆびと～まれ♪」のメンバーのみな
さまです。（当日、託児の受付はできません。あらかじめお申し込み
くださいますようお願いします。）

12
月
定
例
会
託
児
コ
ー
ナ
ー
開
設

■
総
務
文
教
常
任
委
員
会
視
察
研
修
報
告

・
期
　
日
　
７
月
19
日
〜
21
日

・
視
察
先
　
秋
田
県
大
館
市

　
　
　
　
　
岩
手
県
滝
沢
村

・
視
察
内
容

◎
大
館
市
の
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

　
大
館
市
は
秋
田
県
北
部
の
政
治
経
済
文

化
の
中
心
都
市
で
、
鉱
石
と
秋
田
杉
の
産

地
と
し
て
名
が
馳
せ
、
大
館
能
代
空
港
、

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
が
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
○
行
財
政
改
革
は
、
新
第
３
次
行
財
政

改
革
大
綱
に
よ
り
３
年
後
の
指
標
を
定
め
、

職
員
数
を
14
％
、
１
１
４
人
を
削
減
、
経

常
経
費
を
８
％
削
減
、
市
営
の
64
施
設
を

民
間
に
委
託
す
る
こ
と
を
決
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
債
権
管
理
委
員
会
」
を
設
置
し

て
未
収
金
の
徴
収
に
努
め
て
い
ま
す
。

『
視
察
の
感
想
』

・
職
員
削
減
の
方
策
も
決
定
で
は
な
く
、

実
効
性
に
乏
し
い
。
ま
た
、
職
員
削
減
で

き
め
細
や
か
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
な

の
か
、
そ
の
あ
た
り
の
対
応
が
必
要
と
思

わ
れ
ま
す
。

　◎
滝
沢
村
の
行
政
経
営
に
つ
い
て

　
滝
沢
村
は
５
万
人
、
人
口
日
本
一
の
村

で
す
。
盛
岡
市
か
ら
８
キ
ロ
、
都
市
近
郊

農
業
地
帯
が
と
り
ま
い
て
い
ま
す
。
豊
か

な
村
づ
く
り
で
全
国
表
彰
天
皇
杯
を
受
賞
、

情
報
化
の
推
進
で
は
自
治
大
臣
表
彰
を
受

け
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
、
９
０
０
１
の

全
国
初
の
同
時
取
得
を
す
る
な
ど
進
ん
だ

行
政
経
営
に
努
め
て
い
ま
す
。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
）

　
総
務
文
教（
松
本
英
昭
委
員
長
）・
民
生
保
健（
竹
内
修
委
員
長
）・
地
域
振
興（
春
名

良
兼
委
員
長
）の
各
常
任
委
員
会
は
、
財
政
運
営
、
健
康
福
祉
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の

地
方
自
治
体
の
運
営
や
事
業
に
つ
い
て
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
研
修
に
参
加
し
た
議
員
全
員
が
、
報
告
書
を
議
長
宛
に
提
出
し
ま
す
。
委
員
長
は
、

各
議
員
の
報
告
書
を
も
と
に
委
員
長
報
告
書
を
作
成
し
て
９
月
定
例
市
議
会
に
配
布
し

ま
す
。
以
下
の
報
告
書
は
、
市
議
会
に
配
布
し
た
委
員
長
報
告
書
の
概
要
で
す
。（
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
報
告
書
の
全
文
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

常
任
委
員
会
行
政
視
察
研
修
報
告

☆議会開催中お子さまをお預かりします☆

　
６
月
定
例
会
で
各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て
26
日
、
総
務
文
教
、
民
生
保
健
、

地
域
振
興
の
各
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
議
案
第
91
号
か
ら
第
104
号
ま
で
合
計
14
議
案
に

つ
い
て
、
市
当
局
か
ら
詳
し
く
説
明
を
受
け
、
そ
の
あ
と
慎
重
に
審
査
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
議
案
14
件
の
う
ち
民
生
保
健
常
任
委
員
会
に
付
託
の
議
案
第
98
号
、
99
号
に
つ
い
て
は

反
対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
他
の
12
件
に
つ
い
て
反
対
討
論
は
な
く
、
本
会
議
に
お
い

て
は
全
会
一
致
で
可
決
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
、
と
し
た
審
査
結
果
を
ま
と
め
ま
し
た
。

○
総
務
文
教
常
任
委
員
会
（
松
本
英
昭
委

員
長
）
に
付
託
さ
れ
た
６
件
の
議
案
の
う

ち
議
案
第
104
号
小
野
市
北
条
鉄
道
経
営
対

策
事
業
基
金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
を
審
査
す
る
際
「
基
金
条
例

の
廃
止
な
ど
北
条
鉄
道
株
式
会
社
の
経
営

等
か
ら
の
全
面
撤
退
に
あ
た
っ
て
は
、
市

民
に
正
確
な
情
報
が
伝
わ
る
よ
う
、
行
政

の
説
明
責
任
を
果
た
さ
れ
た
い
」
と
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

○
民
生
保
健
常
任
委
員
会
（
竹
内

修
委

員
長
）
に
付
託
さ
れ
た
８
件
の
議
案
の
う

ち
議
案
第
91
号
高
齢
者
交
通
安
全
教
室
開

催
事
業
を
審
査
す
る
際
「
高
齢
者
交
通
安

全
教
室
開
催
事
業
は
、
警
察
、
教
習
所
、

行
政
の
三
者
が
一
体
と
な
っ
て
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
た
め
の
事
業
で
あ

る
が
、
各
地
域
の
高
齢
者
一
人
ひ
と
り
の

安
全
意
識
が
、
さ
ら
に
向
上
す
る
よ
う
実

施
に
向
け
努
力
さ
れ
た
い
」
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
案
第
98
号
小
野
市
国
民
健
康

保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
、
議
案
第
99
号
小
野
市
福
祉

医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
の
２
議
案

は
、
反
対
討
論
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
す
べ
き
と
決
定
し

ま
し
た
。

○
地
域
振
興
常
任
委
員
会
（
春
名
良
兼
委

員
長
）
に
付
託
さ
れ
た
２
件
の
議
案
の
う

ち
、
議
案
第
91
号
集
落
営
農
活
動
支
援
事

業
を
審
査
す
る
際
「
水
田
営
農
元
気
ア
ッ

プ
事
業
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
敷
地
町
営

農
組
合
は
、
面
積
的
に
も
ま
だ
小
規
模
で

あ
る
た
め
に
、
将
来
に
か
け
て
面
積
の
拡

大
を
図
る
と
と
も
に
、
よ
り
高
付
加
価
値

農
業
を
め
ざ
し
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対

策
事
業
へ
と
移
行
で
き
る
よ
う
指
導
さ
れ

た
い
」
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
平
成
17
年
度
の
決
算
総
額
は
歳
入
３
５

８
億
円
、
歳
出
３
６
１
億
７
千
万
円
、
黒

字
は
８
千
万
円
、
ま
た
市
債
残
高
は
１
６

８
億
円
、
基
金
残
高
は
81
億
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
市
民
ひ
と
り
あ
た
り
の
資
産
は
、
約
１

３
７
万
円
、
負
債
は
、
約
81
万
円
で
す
。

　
市
民
ひ
と
り
あ
た
り
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

に
要
し
た
経
費
は
29
万
６
千
円
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
７
年
間
で
、
入
札
改
革
、

人
件
費
削
減
な
ど
で
１
２
０
億
円
の
経
費

を
削
減
し
て
い
ま
す
。

●
17
年
度
の
主
な
事
業

・
乳
幼
児
医
療
費
無
料
化
を
小
学
校
就
学

前
ま
で
拡
大

・
全
保
育
所
で
延
長
保
育
を
実
施
、
全
小

学
校
で
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
を
実
施

・
重
度
障
害
者
・
母
子
家
庭
の
個
人
負
担

金
を
無
料
化

・
敬
老
祝
金
を
５
千
円
に
増
額

・
防
災
資
材
備
蓄
倉
庫
を
建
設

・
公
共
施
設
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
配
置

・
安
全
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
車
を
３
台
に
増

車
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
下
東
条
、
市

民
会
館
の
大
規
模
改
修
工
事
を
実
施

・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
支
援
の
拡

大

・
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
に
よ
り
本
格
活
動

・
道
路
沿
線
に
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
を
整
備

・
全
国
ハ
ー
ブ
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催

・
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
活
用

・
Ｊ
Ｒ
加
古
川
線
沿
線
４
駅
の
周
辺
整
備

を
実
施

・
八
ヶ
池
周
辺
整
備
事
業
の
実
施

◎
常
任
委
員
会
審
査
報
告
◎

　決算特別委員会は、委員長
に春名良兼議員を、副委員長
に竹内 修議員を選任し、10月11、
12、18日に開催いたしましたが、
発行締切日の都合上、決算特
別委員会で指摘のあった意見
については次号の小野市議会
だよりに掲載いたします。

・道路舗装率　　93.7％

・下水道普及率　98.1％

　議案第86号から同第90号まで平成17年度各会計（小野市歳
入歳出決算、都市開発事業会計、病院事業会計、水道事業会
計、下水道事業会計）決算の認定についての審査を付託する
決算特別委員会（全議員）を設置し、審査に付託された議案
の継続審査（10月11、12、18日の３日間）をすることが決ま
りました。

17年度各会計を審査する

決算特別委員会を設置



小野市議会だより

⑪

小野市議会だより

⑩

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
）

滝沢村役場

八戸市役所

十和田市役所

　
○
「
住
民
は
、
お
客
様
で
あ
る
」
と
い

う
考
え
方
を
取
り
入
れ
、
行
政
は
、
住
民

の
た
め
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
ま
す
。
そ
し
て
職
員
は
、
村

長
の
方
針
を
受
け
、
部
課
長
が
そ
れ
ぞ
れ

方
針
を
た
て
、
方
針
を
も
と
に
担
当
者
は

目
標
を
か
か
げ
て
実
行
す
る
と
い
う
「
方

針
の
展
開
体
系
」
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

『
視
察
の
感
想
』

・
緻
密
な
行
政
経
営
を
構
築
し
て
い
る
こ

と
に
敬
服
し
ま
し
た
。
小
野
市
も
同
様
の

改
革
を
す
す
め
て
お
り
、
自
治
体
の
先
端

を
歩
ん
で
い
る
と
感
じ
、
ま
た
、
住
民
の

役
割
意
識
が
き
わ
め
て
高
く
、
住
民
が
自

立
し
て
い
る
の
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

■
民
生
保
健
常
任
委
員
会
視
察
研
修
報
告

・
期
　
日
　
７
月
20
日
〜
21
日

・
視
察
先
　
青
森
県
八
戸
市

・
視
察
内
容

◎
八
戸
市
の
地
域
総
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

　
つ
い
て

　
八
戸
市
は
、
イ
カ
の
水
揚
げ
量
日
本
一

の
水
産
都
市
と
し
て
有
名
で
す
。
さ
ら
に

コ
ン
テ
ナ
貨
物
を
取
り
扱
う
国
際
物
流
の

拠
点
港
の
整
備
が
は
か
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
○
地
域
包
括
支
援
グ
ル
ー
プ
と
高
齢
福

祉
グ
ル
ー
プ
に
機
能
を
分
け
、
市
内
に

10
ヵ
所
の
在
宅
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し

て
24
時
間
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

『
視
察
の
感
想
』

・
高
齢
者
へ
の
「
見
守
り
意
識
」
が
高
く
、

地
域
の
あ
た
た
か
い
ま
な
ざ
し
が
感
じ
ら

れ
て
好
ま
し
く
思
い
ま
し
た
。
助
け
合
い

の
姿
勢
は
学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
で
す
。

◎
八
戸
市
の
次
世
代
育
成
行
動
計
画
に

　
つ
い
て

　
○
市
民
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
子
ど
も

を
安
心
し
て
生
め
る
環
境
づ
く
り
を
す
す

め
て
い
ま
す
。
取
り
組
み
は
全
国
で
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
見
直
し
を
重
ね

て
定
期
的
に
状
況
を
公
表
し
よ
う
と
計
画

し
て
い
ま
す
。

『
視
察
の
感
想
』

・
２
１
０
の
重
点
推
進
項
目
を
か
か
げ
、

年
度
ご
と
に
実
施
状
況
を
公
表
す
る
こ
と

は
市
民
、
地
域
、
事
業
者
の
連
携
が
図
れ

る
た
め
効
果
的
で
あ
り
、
自
治
体
の
モ
デ

ル
と
な
る
結
果
を
期
待
し
ま
す
。

・
小
学
３
年
生
ま
で
医
療
費
無
料
化
や
ア

フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
事
業
に
つ
い
て
は
小
野
市

の
ほ
う
が
進
ん
で
い
ま
す
。

■
地
域
振
興
常
任
委
員
会
視
察
研
修
報
告

・
期
　
日
　
７
月
26
日
〜
28
日

・
視
察
先
　
青
森
県
青
森
市

　
　
　
　
　
青
森
県
十
和
田
市

　
　
　
　
　
青
森
県
三
沢
市

・
視
察
内
容

◎
青
森
市
に
ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る
福
祉
対
応
型

　
商
店
街
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
青
森
市
は
、
県
庁
所
在
地
と
し
て
唯
一
、

特
別
豪
雪
地
帯
で
あ
り
、
豊
か
な
自
然
と

北
海
道
を
結
ぶ
交
通
の
中
心
地
と
し
て
発

展
し
て
い
ま
す
。

　
○
青
森
市
新
町
商
店
街
は
、
「
福
祉
対

応
型
商
店
街
」
と
し
て
中
小
企
業
庁
の
「
が

ん
ば
る
商
店
街
77
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
や
障
害
を
持
っ
た
人
に
電
動
ス

ク
ー
タ
ー
を
用
意
、
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
同
伴
し
て
買
い
物
が
で
き
る
ほ
か
、
商

店
街
マ
ッ
プ
に
は
車
椅
子
専
用
・
ベ
ン
チ
・

手
す
り
付
き
ト
イ
レ
、
駐
車
場
、
公
衆
電

話
な
ど
を
配
し
て
見
や
す
く
し
て
い
ま
す
。

商
店
街
の
一
角
に
再
開
発
ビ
ル
を
建
設
し

て
、
Ｊ
Ｒ
青
森

駅
の
乗
降
客
を

新
町
商
店
街
へ

流
れ
る
工
夫
も

し
て
い
ま
す
。

『
視
察
の
感
想
』

・
活
性
化
に
努
力
し
た
結
果
、
商
店
街
の

通
行
客
が
平
日
で
33
％
、
休
日
で
50
％
増

加
し
た
こ
と
は
、
官
民
が
協
力
す
れ
ば
活

気
が
戻
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
ま
す
。

◎
十
和
田
市
に
ぎ
わ
い
特
区
に
つ
い
て

　
十
和
田
市
郊
外
で
は
十
和
田
湖
の
自
然
、

農
産
物
や
畜
産
が
盛
ん
で
あ
り
、
市
街
地

で
は
碁
盤
の
目
に
区
画
さ
れ
た
ま
ち
並
み

を
誇
っ
て
お
り
、
官
庁
街
通
り
は
日
本
の

道
１
０
０
選
に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
○
中
心
市
街
地
の
交
通
規
制
を
見
直
し
、

月
ご
と
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
に

よ
り
活
性
化
さ
せ
る
に
ぎ
わ
い
特
区
を
す

す
め
て
い
ま
す
。

『
視
察
の
感
想
』

・
集
客
の
た
め
に
道
路
を
使
っ
た
新
し
い

発
想
方
法
だ
が
、
ス
ト
リ
ー
ト
・
フ
ェ
ス

タ
を
楽
し
む
学
生
の
遊
び
の
場
を
提
供
す

る
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
毎
月
に
開
か
れ

る
イ
ベ
ン
ト
先
行
型
に
よ
る
疲
れ
が
残
っ

て
い
る
よ
う
に
見
え
、
ま
た
、
行
政
側
の

協
力
が
あ
ま
り
図
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に

も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

◎
三
沢
市
商
店
街
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ

　
く
り
に
つ
い
て

　
三
沢
市
は
太
平
洋
岸
に
面
し
た
青
森
県

南
東
部
に
位
置
し
、
米
軍
三
沢
基
地
の
ま

ち
と
し
て
発
展
し
て
い
ま
す
。

　
○
空
き
地
、
空
き
店
舗
を
ま
と
め
、
基

地
の
ま
ち
の
特
性
を
活
か
し
た
文
化
交
流

を
テ
ー
マ
に
し
た
「
ア
メ
リ
カ
村
」
を
整

備
し
て
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。

『
視
察
の
感
想
』

・
基
地
と
の
共
存
を
も
と
に
進
め
ら
れ
て

い
る
「
ア
メ
リ
カ
村
」
の
整
備
を
今
後
さ

ら
に
魅
力
を
ア
ッ
プ
す
る
に
は
ど
う
す
る

か
、
今
回
除
外
の
地
区
へ
の
対
応
、
集
客

力
ア
ッ
プ
な
ど
課
題
は
多
い
が
商
店
街
が

よ
り
活
性
化
す
る
よ
う
こ
の
事
業
を
見
守

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲財政力指数：自治体の財政力の強弱を示す指標、数値が1.0を超えるほど財源に余裕がある。
　　　　　　　　（県内で良い方の上位３位は、芦屋市0.972、宝塚市0.916、高砂市0.911）

▲経常収支比率：財政構造の弾力性を表す指標、率が高いほど財政状態は悪い。
　　　　　　　　（県内良い方の上位３位は、養父市77.6％、姫路市79.6％、赤穂市81.1％）

▲公債費比率：償還金（借金）の比率、比率が高まると将来の財政の硬直化の要因になる。
　　　　　　　　（県内良い方の上位３位は、姫路市13.4％、加古川市14.0％、西脇市14.2％）

●視察先の財政指数 （平成16年度決算資料）

視　察　先

秋田県大館市

岩手県滝沢村

青森県八戸市
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（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
）

滝沢村役場

八戸市役所

十和田市役所

　
○
「
住
民
は
、
お
客
様
で
あ
る
」
と
い

う
考
え
方
を
取
り
入
れ
、
行
政
は
、
住
民

の
た
め
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
ま
す
。
そ
し
て
職
員
は
、
村

長
の
方
針
を
受
け
、
部
課
長
が
そ
れ
ぞ
れ

方
針
を
た
て
、
方
針
を
も
と
に
担
当
者
は

目
標
を
か
か
げ
て
実
行
す
る
と
い
う
「
方

針
の
展
開
体
系
」
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

『
視
察
の
感
想
』

・
緻
密
な
行
政
経
営
を
構
築
し
て
い
る
こ

と
に
敬
服
し
ま
し
た
。
小
野
市
も
同
様
の

改
革
を
す
す
め
て
お
り
、
自
治
体
の
先
端

を
歩
ん
で
い
る
と
感
じ
、
ま
た
、
住
民
の

役
割
意
識
が
き
わ
め
て
高
く
、
住
民
が
自

立
し
て
い
る
の
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

■
民
生
保
健
常
任
委
員
会
視
察
研
修
報
告

・
期
　
日
　
７
月
20
日
〜
21
日

・
視
察
先
　
青
森
県
八
戸
市

・
視
察
内
容

◎
八
戸
市
の
地
域
総
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

　
つ
い
て

　
八
戸
市
は
、
イ
カ
の
水
揚
げ
量
日
本
一

の
水
産
都
市
と
し
て
有
名
で
す
。
さ
ら
に

コ
ン
テ
ナ
貨
物
を
取
り
扱
う
国
際
物
流
の

拠
点
港
の
整
備
が
は
か
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
○
地
域
包
括
支
援
グ
ル
ー
プ
と
高
齢
福

祉
グ
ル
ー
プ
に
機
能
を
分
け
、
市
内
に

10
ヵ
所
の
在
宅
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し

て
24
時
間
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

『
視
察
の
感
想
』

・
高
齢
者
へ
の
「
見
守
り
意
識
」
が
高
く
、

地
域
の
あ
た
た
か
い
ま
な
ざ
し
が
感
じ
ら

れ
て
好
ま
し
く
思
い
ま
し
た
。
助
け
合
い

の
姿
勢
は
学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
で
す
。

◎
八
戸
市
の
次
世
代
育
成
行
動
計
画
に

　
つ
い
て

　
○
市
民
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
子
ど
も

を
安
心
し
て
生
め
る
環
境
づ
く
り
を
す
す

め
て
い
ま
す
。
取
り
組
み
は
全
国
で
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
見
直
し
を
重
ね

て
定
期
的
に
状
況
を
公
表
し
よ
う
と
計
画

し
て
い
ま
す
。

『
視
察
の
感
想
』

・
２
１
０
の
重
点
推
進
項
目
を
か
か
げ
、

年
度
ご
と
に
実
施
状
況
を
公
表
す
る
こ
と

は
市
民
、
地
域
、
事
業
者
の
連
携
が
図
れ

る
た
め
効
果
的
で
あ
り
、
自
治
体
の
モ
デ

ル
と
な
る
結
果
を
期
待
し
ま
す
。

・
小
学
３
年
生
ま
で
医
療
費
無
料
化
や
ア

フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
事
業
に
つ
い
て
は
小
野
市

の
ほ
う
が
進
ん
で
い
ま
す
。

■
地
域
振
興
常
任
委
員
会
視
察
研
修
報
告

・
期
　
日
　
７
月
26
日
〜
28
日

・
視
察
先
　
青
森
県
青
森
市

　
　
　
　
　
青
森
県
十
和
田
市

　
　
　
　
　
青
森
県
三
沢
市

・
視
察
内
容

◎
青
森
市
に
ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る
福
祉
対
応
型

　
商
店
街
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
青
森
市
は
、
県
庁
所
在
地
と
し
て
唯
一
、

特
別
豪
雪
地
帯
で
あ
り
、
豊
か
な
自
然
と

北
海
道
を
結
ぶ
交
通
の
中
心
地
と
し
て
発

展
し
て
い
ま
す
。

　
○
青
森
市
新
町
商
店
街
は
、
「
福
祉
対

応
型
商
店
街
」
と
し
て
中
小
企
業
庁
の
「
が

ん
ば
る
商
店
街
77
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
や
障
害
を
持
っ
た
人
に
電
動
ス

ク
ー
タ
ー
を
用
意
、
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
同
伴
し
て
買
い
物
が
で
き
る
ほ
か
、
商

店
街
マ
ッ
プ
に
は
車
椅
子
専
用
・
ベ
ン
チ
・

手
す
り
付
き
ト
イ
レ
、
駐
車
場
、
公
衆
電

話
な
ど
を
配
し
て
見
や
す
く
し
て
い
ま
す
。

商
店
街
の
一
角
に
再
開
発
ビ
ル
を
建
設
し

て
、
Ｊ
Ｒ
青
森

駅
の
乗
降
客
を

新
町
商
店
街
へ

流
れ
る
工
夫
も

し
て
い
ま
す
。

『
視
察
の
感
想
』

・
活
性
化
に
努
力
し
た
結
果
、
商
店
街
の

通
行
客
が
平
日
で
33
％
、
休
日
で
50
％
増

加
し
た
こ
と
は
、
官
民
が
協
力
す
れ
ば
活

気
が
戻
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
ま
す
。

◎
十
和
田
市
に
ぎ
わ
い
特
区
に
つ
い
て

　
十
和
田
市
郊
外
で
は
十
和
田
湖
の
自
然
、

農
産
物
や
畜
産
が
盛
ん
で
あ
り
、
市
街
地

で
は
碁
盤
の
目
に
区
画
さ
れ
た
ま
ち
並
み

を
誇
っ
て
お
り
、
官
庁
街
通
り
は
日
本
の

道
１
０
０
選
に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
○
中
心
市
街
地
の
交
通
規
制
を
見
直
し
、

月
ご
と
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
に

よ
り
活
性
化
さ
せ
る
に
ぎ
わ
い
特
区
を
す

す
め
て
い
ま
す
。

『
視
察
の
感
想
』

・
集
客
の
た
め
に
道
路
を
使
っ
た
新
し
い

発
想
方
法
だ
が
、
ス
ト
リ
ー
ト
・
フ
ェ
ス

タ
を
楽
し
む
学
生
の
遊
び
の
場
を
提
供
す

る
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
毎
月
に
開
か
れ

る
イ
ベ
ン
ト
先
行
型
に
よ
る
疲
れ
が
残
っ

て
い
る
よ
う
に
見
え
、
ま
た
、
行
政
側
の

協
力
が
あ
ま
り
図
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に

も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

◎
三
沢
市
商
店
街
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ

　
く
り
に
つ
い
て

　
三
沢
市
は
太
平
洋
岸
に
面
し
た
青
森
県

南
東
部
に
位
置
し
、
米
軍
三
沢
基
地
の
ま

ち
と
し
て
発
展
し
て
い
ま
す
。

　
○
空
き
地
、
空
き
店
舗
を
ま
と
め
、
基

地
の
ま
ち
の
特
性
を
活
か
し
た
文
化
交
流

を
テ
ー
マ
に
し
た
「
ア
メ
リ
カ
村
」
を
整

備
し
て
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。

『
視
察
の
感
想
』

・
基
地
と
の
共
存
を
も
と
に
進
め
ら
れ
て

い
る
「
ア
メ
リ
カ
村
」
の
整
備
を
今
後
さ

ら
に
魅
力
を
ア
ッ
プ
す
る
に
は
ど
う
す
る

か
、
今
回
除
外
の
地
区
へ
の
対
応
、
集
客

力
ア
ッ
プ
な
ど
課
題
は
多
い
が
商
店
街
が

よ
り
活
性
化
す
る
よ
う
こ
の
事
業
を
見
守

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲財政力指数：自治体の財政力の強弱を示す指標、数値が1.0を超えるほど財源に余裕がある。
　　　　　　　　（県内で良い方の上位３位は、芦屋市0.972、宝塚市0.916、高砂市0.911）

▲経常収支比率：財政構造の弾力性を表す指標、率が高いほど財政状態は悪い。
　　　　　　　　（県内良い方の上位３位は、養父市77.6％、姫路市79.6％、赤穂市81.1％）

▲公債費比率：償還金（借金）の比率、比率が高まると将来の財政の硬直化の要因になる。
　　　　　　　　（県内良い方の上位３位は、姫路市13.4％、加古川市14.0％、西脇市14.2％）

●視察先の財政指数 （平成16年度決算資料）

視　察　先

秋田県大館市

岩手県滝沢村

青森県八戸市

青森県青森市

青森県十和田市

青森県三沢市

小　野　市

財政力指数
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0 . 6 1 0
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●今期市議会で可決された主な議案●
市長提出議案　
・平成18年度小野市一般会計補正予算（第２号）

　○生活道路・公園整備事業　　　　　5,300万円

　○住宅再建共済制度加入促進委託料

312.5万円

　○高齢者交通安全教室の開催　　　　　50万円

　○ため池等農地災害危機管理対策事業

1,000万円

　○むらづくり交付金事業　　　　　　2,000万円

・平成18年度小野市国民健康保険特別会計補正予

算（第１号）

・平成18年度小野市介護保険特別会計補正予算（第

１号）

・平成18年度小野市都市開発事業会計補正予算（第

１号）

・平成18年度小野市水道事業会計補正予算（第１

号）

・平成18年度小野市下水道事業会計補正予算（第

１号）

・市長の専決処分事項に関する条例の一部を改正

する条例の制定について

・小野市国民健康保険条例の一部を改正する条例

の制定について

・小野市福祉医療費助成に関する条例の一部を改

正する条例の制定について

・小野市立ひまわり園の設置及び管理に関する条

例の一部を改正する条例の制定について

・小野市北条鉄道経営対策事業基金条例を廃止す

る条例の制定について

意見書
・リハビリテーションの診療報酬制度に関して調

査と改善を求める意見書（可決）

・療養病床削減計画を中止し安心できる医療・介

護・福祉の基盤整備を求める意見書（可決）

■お問い合わせ：議会事務局　TEL.６３-１００６　FAX.６３-４１０８　メールアドレス：gikai@city.ono.hyogo.jp

■１２月定例会も託児コーナーを開設します。
詳しくは、議会事務局までお問い合わせく
ださい。ＴＥＬ.０７９４－６３－１００６

12月定例会の日程が決まりました。

　　◎日　程

12月１日（金）　本会議第１日

12月13日（水）　本会議第２日

12月14日（木）　本会議第３日

12月20日（水）　本会議第４日

　本会議の第２日、第３日は、議員の質疑、

一般質問があります。　

　議員からは、提出議案の質疑、市政全般に

わたる一般質問を行い、これに対して、市長、

部長が答弁いたします。

12 月 定 例 会 日 程

【７月】
５日　宮崎県小林市議会視察受け入れ

　　　播磨内陸広域行政審議会

９日　北播磨地区消防操法大会（三木市）

11日　民生保健常任委員協議会

12日　東播淡路市議会議長会（洲本市）

14日　全国市議会議長会基地協議会理事会、

　　　市議会議員共済会理事会（東京都）

18日　議員協議会

19日～21日　

総務文教･民生保健常任委員会行政

視察

25日　小野市交通安全対策委員会総会

27日　県市議会議長会総会（洲本市）

31日　鳥取県北栄町議会視察受け入れ

【８月】
３日　議員協議会、小学っ子議会

８日　岡山県倉敷市議会視察受け入れ

18日　愛知県東浦町議会視察受け入れ

25日　民生保健常任委員協議会

29日　小野市国民保護協議会

【９月】
１日　議会運営委員会､議員研修会

４日　北播肢体不自由児機能回復訓練施設

事務組合議会

５日　小野加東広域事務組合議会

８日　本会議（第１日）、議員協議会

21日　本会議（第２日）、議会運営委員会

22日　本会議（第３日）

26日　総務文教・民生保健･地域振興常任

委員会

28日　本会議（第４日）、決算特別委員会

【１０月】
５日　播磨内陸医務事業組合議会

11日　決算特別委員会

12日　決算特別委員会

13日　市議会報編集委員会

　　　千葉県印西市議会視察受け入れ

　　　小野加東環境施設事務組合議会

18日　決算特別委員会

◎議会の動き◎


